
確かな学力を身に付け、
自らの生活や夢・未来に生かそうとする児童の育成

重点的に育成をめざす資質・能力
○やり通す力 ○自分で考え取り組む力 ○協働する力

天草市立新和小学校だより №６ 令和6年 ９月１８日(水) 文責：校長 木場秀敏

～ 笑顔 挑戦 思いやり～

台風の接近に伴い、２学期のスタート２日間が臨時休業となり、９月２日（月）に始業式を行いました。幸
い新和小は台風による大きな被害はありませんでしたが、ここのところ台風が立て続けに発生しており、ま
だ油断はできません。さて長い夏休みが終わり、久しぶりに元気な子供たちの声が校舎に戻ってきました。
登校してきた子どもたちは、みんな一回り大きく成長し、楽しく有意義な夏休みを過ごすことができたと感
じています。今年の夏は、パリオリンピックが開催され、（その後のパラリンピックも含めて）たくさんの感動
をもらうことができた夏になりました。始業式での夏休み明け全校集会では、パリオリンピックの話題と絡
めて次のような話をしました。
①７人のスポーツ選手の写真提示→「誰だか分かりますか？」（知っているという子が結構いました！）
・スケートボード女子ストリートの「吉沢恋（よしざわここ）」 最近の名前は読みが難しいですね！

・スケートボード女子ストリートの「赤間凜音（あかまりず）」
・スケートボード女子パークの「開心那（ひらきここな）」
・スポーツクライミング男子の「安楽宙斗（あんらくそらと）」
・男子高飛び込みの「玉井陸斗（たまいりくと）」
・競泳男子４００ｍ個人メドレーの「松下知之（まつしたともゆき）」
・卓球女子団体の「張本美和（はりもとみわ）」

②この７人の共通点は何でしょう？→「１０代のオリンピアン（メダリスト）」
＊前回の東京オリンピックから感じていましたが、今回のパリでも１０代の選手の活躍が増えて、それ
が当たり前のようになってきたようです。若い世代が取り組むスポーツ人口が多いスケートボードや
ブレイキンなどの新しい種目が五輪種目に追加されたこともあるかもしれませんが、それでも世界の
大舞台で堂々と挑戦している１０代選手の姿に頼もしさや感動を覚えました。

③この中で、スケートボード女子ストリートで金メダルを獲得した吉沢恋選手について、話をしました。
○吉沢恋選手が、オリンピックに出てみたいと思ったのは、３年前（６年生の時）の東京
オリンピック大会のスケートボード女子ストリートで、「ビッグスピンボードスライド」を
得意技としている西矢椛（もみじ）選手が金メダルをとったのを見た時で、
「もしかしたら同じ技をやっている私にもチャンスがあるんじゃないか」と思った
そうです。それから吉沢選手は、練習に励みましたが、縦回転の技が苦手で、やめて
しまいたいと思ったこともありました。けれど、どちらかというと得意な横回転の技を
練習しそれを伸ばすことで、めきめきと力を付けていきました。ところが、昨年６月の
パリ五輪予選で転倒し、頭蓋骨にひびが入るほどの大けがをしてしまいました。
それでもそれを乗り越え、けがを治し、今年5月のパリオリンピック予選シリーズ第1戦では3位に入
り、6月の第2戦では見事優勝を果たして、世界ランキング1位で、初めてのオリンピック出場をつか
みました。以前の吉沢選手は、自分のすべる前の選手が技を成功して高い得点が出ると、「自分も決
めなきゃ」と思って、あせってミスをしてしまっていたそうです。けれど、「だれが決めても『おめでとう』
と思うようにして、自分は自分の中でやれることをやるという気持ちでいどもう。」と思うようになって
からは、「他の選手を気にせず、自分の滑りだけに集中することができるようになり、それが自分の成
長につながった。」と言っています。そして「自分がテレビの前で東京オリンピックを見て、（西矢選手
に）あこがれた1人でもあるので、次は自分がテレビの中の人になって、だれかにあこがれをあたえら
れるような選手になりたい！」という想いを持って、パリオリンピックに臨んだそうです。

○「つながる“あこがれ”のたすき」…“あこがれ”が、次の“あこがれ”へとつながっていく。
「あこがれの人」「あこがれの職業（しごと）」「あこがれるもの（手に入れたいもの）」「あこがれるこ
と（やってみたいこと）」いろいろな“あこがれ”があると思います。新和小のみなさんは“あこがれ”を
持っていますか？あなたの“あこがれ”は何（誰）ですか？あなたの“あこがれ”を大切にしてくださ
い。それがめざす目標になっていきます。また、あなた自身もだれかの“あこがれ”になれます！運動
会で団をリードしてくれた応援団員、昼休みなどに優しく低学年のお世話をしてくれる高学年、学校
全体のためにがんばる委員会メンバー、下級生にとってそれは、（小さな）あこがれだと思います。
新和小の中の“あこがれ”の存在になってほしいし、それを大事につないでいってほしいと思います。

２学期のスタート：実りある秋に～夏休み明け集会で話したこと～



毎年9月1日は「防災の日」です。日本は地形や地質などから、地震や台
風、津波、豪雨などの災害が発生しやすい国で、これまでにもさまざまな災
害に見舞われてきました。最近では、これまで以上に巨大台風や線状降水
帯、大規模な山火事、地震、火山の噴火など異常気象による災害が世界的
にもニュースになっています。そのような災害による被害を少なくするため
に、「防災の日」が設けられています。歴史上の大きな地震災害のひとつと
して記憶されているのが、1923年9月1日に起きた関東大震災です。この震災を忘れず、災害に対する
備えをしっかり行おうと、1960年、国は9月1日を「防災の日」として制定しました。また9月1日は、立春
から数えて210日目の日で「二百十日（にひゃくとおか）」と呼ばれる暦の日。この時期は台風が多く、災
害が発生しやすいことも、防災の日に設定された理由のひとつといわれています。実際今年もちょうど台
風が襲来しましたよね。また9月1日から1週間は「防災週間」とされ、この期間中には、市町村や行政と
連携しながら、各地域でさまざまな防災関連の行事が行われています。万が一の時の避難グッズや非常
食を家庭でも準備・確認しておかなければと、改めて思いました。

PTA奉仕作業が、８月２５日（日）に行われました。休日の早朝にもかかわらず、たくさんの保護者の方
にご協力いただき、草刈り・除草作業ができました。この夏は、記録的な暑さで、熱中症も心配されました
が、前日に特別な機械を使ってPTA役員の方でプール裏の草刈りを事前にしていただいていたおかげも
あり、時間どおり無事作業も終了でき、一気に校地内がきれいになりました。たくさんのご協力をいただ
き、保護者、地域の方々に支えられていることを、あらためて実感しました。ありがとうございました。

昨年度はじめまでのコロナ禍の期間、さまざまな活動や行事が制限される中、確実に伸びた力は、一人
１台タブレットを使える力（1CT活用力）だと思います。コロナ禍の必要に迫られての部分はありますが、
授業の中でタブレットを文房具の一つとして使う場面が随分増えました。これまではICTと言えば、「I（い
つも）C（ちょっと）T（トラブル）」といった感じでしたが、今では少し前のNTTのコマーシャルにもあるよう
な「I（今始めれば）C（ちょっと違う）T（トゥモロー）」や、「I（今から）C（ちょっと）T（タブレット）」といっ
た感じになっています。このように新しい文房具も駆使しながら学習を進めている現在ですが、９月４日
（水）の新和小中合同研修会では、新和中学校の松本玲海先生に音楽の授業でICTの効果的な活用実
践を見せていただきました。実物投影機でピアノを演奏している手元の動きをモニターに映し出したり、音
色と旋律等の音楽の構造について画面で確認したり、教師の工夫も素晴らしかったですし、タブレットで
自分の選んだ曲の標題が表現している情景と音楽の構造の関わりについて鑑賞し、相互に交流する中学
生の姿も素晴らしかったです。デジタルとアナログを効果的に活用していく授業、小学校でも今後工夫し
ていきたいと思います。

今年度は１０月に２つの文化・芸術イベントを予定しています。
①スクールミュージアム（１０月１１日金曜）、新和町民センター大会議室にて
＊美術館職員とスタッフが作品を学校へ運び、展示を行い、学校が1日間、美術館になります。
展示されるのは、浜田知明、シャガールの版画作品です。児童生徒をはじめ広く地域の皆
様へ本物の美術作品を公開します。一般（保護者・地域の方々）開放…１１：３０～１４：５５

②芸術ふれあい出前コンサート（１０月３１日木曜）、新和町民センター大会議室にて
＊鳥羽瀬宗一郎チームによるピアノ、チェロ、ヴァイオリンによる演奏会です。 ※詳細は１０月号で紹介

１日(火)：通知表配布 ２２日（火）：火災避難訓練
３日(水)：天草西ブロック陸上記録会（５・６年） ２４日（木）：いもほり（１・２年）
８日(火）～９日（水）：集団宿泊教室（５年） 全校集会（持久走大会に向けて）

１０日(木)：安全の日・街頭交通安全指導 ２５日（金）：中学校体験入学①（６年）
１１日(金)：自由参観日・スクールミュージアム ２６日（土）：３年学年PTA（ハーバリウム作り他）
１４日(月)：スポーツの日 ２８日（月）：委員会
１７日（木）：昔遊び（１・２年）、全校集会（ISO） ２９日（火）：学校経営訪問（午前）

PTA本部役員会 PTA広報委員会
２１日（月）：クラブ ３１日（木）：芸術ふれあい出前コンサート

防災について考え、万一の備えを！

PTA奉仕作業…ご協力ありがとうございました！

文化・芸術の秋…「スクールミュージアム」と「芸術ふれあい出前コンサート」を実施します！

１０月の行事予定

小中合同研修会…ICTを効果的に活用した授業実践


